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今年度の活動について

• 本年度は技術研究組合としての研究活動の6年度目である。

• 当組合は事業期間を2年間延長し、当初の実施計画にかかげた目
標を達成すべく、BIMオブジェクト標準の拡充とそれに基づく試験用
BIMライブラリの社会実装に向けた試験研究を進めている。

（当面の目標）

①前年度公表したBIMオブジェクト標準Ver.2.0の拡充

②試験用BIMライブラリの試行運用

• R5補正予算での「建築BIMによる設計環境の構築方法等に関する
調査」については、新たにR5補正タスクグループを立ち上げ、調査業
務を実施している。

• 上記の調査業務については、当組合の試験研究との整合性を図り、
相互に補完するよう実施している。
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R5補正タスクグループによる検討
１.入出力基準・設計者チェックリスト等の検討
（１）多様な建築設計の実務に応じたユースケースでの検討

令和４年度第二次補正予算による検討成果を踏まえ、BIM図面審査の実施に向け、
入出力基準・設計者チェック リストのとりまとめを進めた。また、それらを補完するサンプルモデ
ル等の整備を進めた。具体的には、実務での利用を念頭に、次の課題に対する検討を行った。

①建物規模がより大きい案件（3000㎡程度の庁舎・事務所モデル）

について想定される課題

→「二以上の直通階段の設置」「敷地内の付属棟の違い」などをモデル等に反映させた。

②複合用途の建物に特有の課題（主に面積算定）

→自動算出では、端数処理の関係上、延べ床面積と用途別床面積の合計に

食い違いが生じる点などについて、問題提起を行った。

③排煙、採光、換気等（以下、「LVS」）に関して想定される課題

→LVS算出を、現状のBIMソフトウェアの標準機能で完結させるための課題を整理した。

またBIMデータを作成時の入力バリエーション、BIMソフトウェアでの相違について整理した。
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（２）実務者の視点を踏まえた実用性の向上

• 前年度に作成した入出力基準・設計者チェックリストに対して、実務

者の視点からの意見、質問等を広く把握し、それらを整理・検討した。

R5補正タスクグループによる検討

１

２

３

整合性確認の省略を求める図書入出力基準の項目

①入出力基準の項目（整合性確認の省略を求める部分）②整合性確認の省略を求める図書
③設計者チェック欄
（設計者は、基準項目毎に整合性省略を求める図書について○、△、－の記号を付す



R5補正タスクグループによる検討

２．属性情報の整理・拡充

 上記１．の検討を踏まえ、前年度に整理した「建築確認申請に必要

となる属性情報」について追加・修正を行った。

その際、BLCJ BIMオブジェクト標準Ver.2.0(以下「標準Ver.2.0」

という。)との整合を図った。

３．BIMを用いた確認申請に参考となる確認申請図の作成

 建物規模がより大きな事例について確認申請図一式を作成した。   

 また建物用途のバリエーションに応じた個別の課題(面積算定等)につ

いて検討した。
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サンプルモデルより出力した確認申請図（PDF）

●サンプルモデルより出力した確認申請図：

入出力基準を満たすよう出図した申請図例

確認申請図は、各サンプルモデルのデータに内包さ

れていますが、参照し易いように、PDF出力したもの

も公開しています。

なお、本図は、入出力基準書に関連する図面を

出力したものです。確認申請に必要な図面を全て

揃えたものではありませんので留意ください。

◼ 公開している確認申請図例

注記

なお、BIM図面審査ガイドラインに記載されている通り、入出力基準は、設

計者が整合性確認省略を求める項目について適用するものであり、全ての案

件で全項目の適用を求めるものではありません。このように、本サンプルモ

デルは、あくまでも一例であり、一様に設計者の入出力を縛るものではあり

ません。

本サンプルモデルは、「設計BIMワークフローガイドライン」（建築設計

三会）の「S3」レベルのモデルです。なお、BIM図面審査の理解を助けるた

めの参考モデルですので、全ての法適合を満たすものではありません。

意匠図

構造図

設備図

（8/6公開）
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４． BIMデータ審査に向けて想定される課題の整理

  今後予定されているBIMデータ審査に向けて、想定される課題を整理し、課

題への対応方策を整理した。

具体的には、正しいデータ構築のためのBIMマネージャーの必要性、BIMデー

タ審査の有効性が意匠、構造、設備でそれぞれ異なることなどを課題として検

討した。

５．BIMを用いた設計環境の検討

   消防法への対応、省エネ適合判定に関して、BIMデータ審査（ビュー
ワーでの確認）を想定した項目に絞って入出力基準等を検討した。

また、構造計算適合性判定におけるBIMデータ審査を想定し、BIM

データとともに構造解析データを利用した不整合チェックの必要性、現

状と課題について整理した。

R5補正タスクグループによる検討



サンプルモデル

◼ サンプルモデル（意匠）

Revit

Archicad

Vectorworks

Gloobe

（Revit・Archicad版 8/6公開, Vectorworks・GLOOBE 版 9/26公開）



サンプルモデル

◼ サンプルモデル（構造）

Revit

◼ サンプルモデル（設備）

Revit Rebro CADWe’ll T-fas/Linx

CADEWA Smart FILDER CeeD

（8/6公開）



●設計者チェックリスト記入例：サンプル
モデルに基づいた入力例

サンプルモデルに基づく「設計者チェックリスト記入例」

10

建築BIM推進会議HPに公開された「入

出力技術書・設計者チェックリスト

（素案）」を用い、各BIMソフトウェ

ア版のサンプルモデルに基づいた入力

例を公開しています。

本チェックリストは記入の一例になり

ます。一様に設計者の入出力を縛るも

のではありません。

◼ 公開している設計者チェックリスト記入例

（8/9公開）
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サンプルモデルのダウンロード状況

BLCJサイトで昨年8月から公開している
サンプルモデルの概要
➢ 建物規模 約1000㎡
➢ 鉄骨造、商業ビル
➢ 建築BIMソフト
• Revit
• Archicad
• GLOOBE
• Vectorworks

➢ 設備BIMソフト
• Revit
• Rebro
• CADWe’llT-fas/Linx
• CADEWAsmart
• Filder Ceed)

ソフト別ダウンロード数

業種別ダウンロード数



BLCJによる試験研究活動
注）※はR5補正予算による調査業務と関連する項目

１．BIMオブジェクトの標準化
・標準Ver. 2.0については、2023年12月に公表したところであるが、
一部未整理部分の検討・整理、対象範囲の拡充を行い、内容の
の充実を図った。※

２．BIM ライブラリの構築・運用

BLCJ BIMオブジェクト標準Ver.2.0に準拠したオブジェクトを有する
BIMライブラリサイトを組合員に試行をしている。(2024年12月~)

・ライブラリを運用する上で知的財産の保護・活用等に必要となる関係
規約類の整備を進めた。
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BLCJによる試験研究活動
１．BIMオブジェクトの標準化【建築分野】
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■標準Ver. 2.0の建築分野について、一部未整理部分の検討・整理及び対象範囲の拡充

意匠
 建具/機器

• 標準Ver. 2.0（建築意匠）改訂2版の検討

名称のルールを整理・表現を統一 / 対象範囲を拡充、対応する属性項目を追加

• 属性項目及び値をどこに持たせるべきかを検証

意匠
 空間オブジェクト

• 新たに標準Ver. 2.0属性項目リストと仕様解説書を整理

企画・設計・施工・維持管理のライフサイクルを通した建物のマネジメントや、蓄積管理情報を要求仕様へ
還元する等の活用を検討 / ユースケースごとに情報を整理し、BIMの特徴を生かした情報の見せ方も検討

⇒2024年12月3日公開

⇒活動報告書で報告

⇒2025年3月公開予定
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建築計画 階 floor 整数 階数（建物ボリューム） 〇 〇 ー ー ー ー ー ー

建築計画 室名 Room name 文字列 部屋の名称 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 容積 Chamber volume 数値 面積x天井高 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 要求面積 requested area 数値 要求面積 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 要求面積判定 Required area determination 計算式true/False 要求面積を満たす旨の判定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 床仕上レベル Level of floor finish 数値 躯体からのレベル（たとえば躯体レベルSL＋100であれば＋１００と記入） ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 床仕上 floor finish 選択 仕上材 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 床下地 Base 選択 下地（OA,モルタル等） ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 幅木仕上 Baseboard finish 文字列 仕上材・形式（たとえば木、入り巾木等） ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 幅木高さ baseboard height 選択 巾木高さ ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 幅木長さ baseboard length 数値 部屋の周長（ソフトウエア上での自動計算） ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 壁仕上 wall finish 選択 仕上材名称 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 壁下地 wall base 選択 壁の下地 ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 壁面積 wall area 数値 壁の面積（ソフトウエア上での自動計算） ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 天井仕上 ceiling finish 選択 仕上材名称 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 下地 Base 選択 天井の下地材 ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

建築計画 廻縁 connection はい/いいえ 廻り縁有無 ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇

グループ 説明・備考

利用場面

タイプ属性項目名

空間オブジェクト

上： 「空間オブジェクト」 属性項目リスト （抜粋）
右： 標準Ver. 2.0改訂2版仕様解説書（抜粋）



BLCJによる試験研究活動
１．BIMオブジェクトの標準化【建築分野】
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■標準Ver. 2.0の建築分野について、一部未整理部分の検討・整理及び対象範囲の拡充

構造 • 構造標準 改訂6版 に向けた検討

新たに免震装置、構造スリットを追加 / 標準化TFリストの要素を含む修正を実施

• カタログサイトの構築の方法について検討

業務効率化に繋げる観点から、カタログサイトのメンテナンス性等の問題を解決し得る
運用の在り方、方法を具体的に検討（例：既存の大臣認定品のデータベースの活用）

情報活用 • 標準Ver. 2.0実装検証（Revit / Archicad）

実際に標準Ver. 2.0の属性情報をオブジェクトに適用し、手順や問題点を考察

⇒2025年3月公開予定

⇒活動報告書で報告

⇒活動報告書で報告

大分類 中分類 小分類 項目 名称 データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name String 〇

製品型番1 product_code1 String 〇 製品型番1とリリース時期1を組み合わせて一意性を担保する

リリース時期1 release_time1 String 〇

製品型番2 product_code2 String 〇 製品型番2とリリース時期2を組み合わせて一意性を担保する

リリース時期2 release_time2 String 〇

製品型番3 product_code3 String 〇 製品型番3とリリース時期3を組み合わせて一意性を担保する

リリース時期3 release_time3 String 〇

ホスト host String 〇 ホストとなる壁配置GUID

オフセットX offset_X Double 〇 壁配置原点座標からのオフセットX

部材座標系で1点目から2点目方向のオフセット値を表す

オフセットY offset_Y Double 〇 壁配置原点座標からのオフセットY

部材座標系で鉛直上向き方向のオフセット値を表す

配置方向 direction String 〇

解析で使用するか否か isCalculation Boolean 〇

幅 B Double 〇

径 D_anti_sway String 〇

ピッチ pitch_anti_sway Double 〇

種類 kind_slit String 〇 スリット種類を表し、以下のいずれか。但し、部分スリットは増築などやむを

得ない場合を想定する。

FULL（完全）、PERCIAL（部分）

試験方法 test_method_fire_resistance String 〇

性能 performance_fire_resistance String 〇

試験方法 test_method_watertightness String 〇

性能 performance_watertightness String 〇

試験方法 test_method_sound_insulation String 〇

性能 performance_sound_insulation String 〇

適合基準 performance_deformation String 〇

データ作成日 creation_date Date 〇 ユーザーがデータを作成した日とし、YYYY/MM/DDで表す

特記事項 remarks String 〇 除外するものがあるなどコメントがあれば自由に

構造スリット 識別情報

部材の種類

パラメータの分類 BLCJ標準

水密性能

遮音性能

耐火性能

利用者情報

寸法情報

振れ止め筋配筋情報

変形性能

配置情報

性能情報 スリット性能

解析情報

BLCJ標準

大分類 中分類 小分類 項目 名称 データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name String 〇

種類 type String 〇 製品種類を表し以下による

NRB（天然ゴム系）、HDR（高減衰ゴム系）、LRB（鉛

プラグ入り）、TRB（錫プラグ入り）

製品型番1 product_code1 String 〇 製品型番1の記載がない場合、製品の特定がされていない

ことを表す。製品型番1のみが記載された場合は、製品が

特定されたことを表す

リリース時期1 release_time1 String 〇

製品型番2 product_code2 String 〇 製品型番1および2が記載された場合は、同等品として選

択可能な状態を表す

リリース時期2 release_time2 String 〇

製品型番3 product_code3 String 〇 製品型番1、2、3が記載された場合は、同等品として選択

可能な状態を表す

リリース時期3 release_time3 String 〇

所属階 floor String 〇

総高さ height Double ○ mm

ゴム外径 diameter_outer Double 〇 mm

ゴムのせん断弾性係数 G Double 〇 N/mm2

形状係数 S1 S1 Double 〇

形状係数 S2 S2 Double 〇

外径寸法 size_flange Double 〇

上部厚さ t_flange_top Double 〇 mm

下部厚さ t_flange_bottom Double 〇 mm

径 D_bolt String 〇

本数 N_bolt Integer 〇

免震装置（円型

積層ゴム支承）

接合情報

寸法情報 製品

取付けフランジ

部材の種類

パラメータの分類

取付けボルト

識別情報

製品情報

位置情報

構造標準 「免震装置（円型積層ゴム支承）」 / 「構造スリット」
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・設備設計分野における標準仕様Ver2.0発行整備

・BLCJ｢設備｣仕様属性一覧Ver2.0整備｢カテゴリーパラメータリスト｣｢機器グループ毎の詳細仕様｣

©2025 BLCJ BIMライブラリ技術研究組合

設備部会主な研究成果概要（2）
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RevitモデルS4 RebroモデルS4 CADEWA Smart モデルS4

FILDER CeedモデルS4

設備系ソフトウェアによる５社展開：Autodesk:Revit-MEP,⇒ NYKｼｽﾃﾑｽﾞ：Rebro,
ダイテック：CADWe’ll Linx 四電工： CADEWA Smart, ダイキン：FILDER CeeD, 

CADWe’ll LinxモデルS4

部会4と連携
(概略積算)

部会3と連携
(建築確認)

©2025 BLCJ BIMライブラリ技術研究組合

設備部会主な研究成果概要（3）
サンプル建物｢各社モデル展開｣(設備)



３．BIMによる円滑な情報連携の実現

・建築物の仕様情報とBIMデータとの連携、建築物の引渡し、維持
管理・運用におけるBIMデータの活用に関する情報収集・整理した。

４．周辺領域との連携技術

・設備機器をテーマに、bSJと共同でbSDDの可能性検討に着手した。
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BLCJによる試験研究活動
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